
採
決
の
結
果
は
、
賛
成
１
２
３
、

反
対
３
８
、
棄
権
１
６
。
核
保
有

国
５
カ
国
（
米
英
仏
中
ロ
）
の
う

ち
、
中
国
は
棄
権
し
、
他
の
４
カ

国
は
反
対
し
ま
し
た
。
韓
国
、
北

大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）

諸
国
な
ど
は
反
対
や
棄
権
に
回
り

ま
し
た
。

決
議
は
今
年
３
回
に
わ
た
っ
て

断
続
的
に
開
か
れ
た
国
連
作
業
部

会
の
勧
告
を
受
け
て
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
が
主
導
し
ま
し
た
。
同
国
に

よ
る
と
、
共
同
提
案
国
は
最
終
的

に
５
７
カ
国
に
な
り
ま
し
た
。
年

内
に
国
連
総
会
の
本
会
議
で
も
賛

成
多
数
で
採
択
さ
れ
る
見
込
み
で
、

国
際
社
会
は
核
兵
器
の
禁
止
へ
向

け
て
歴
史
的
な
一
歩
を
踏
み
出
す

こ
と
に
な
り
ま
す
。

決
議
は
「
核
兵
器
を
禁
止
し
、

完
全
廃
絶
に
つ
な
が
る
よ
う
な
法

的
拘
束
力
の
あ
る
措
置
」
を
交
渉

す
る
た
め
に
「
国
連
の
会
議
を
２

０
１
７
年
に
招
集
す
る
よ
う
決
定

す
る
」
と
し
、
す
べ
て
の
国
連
加

盟
国
に
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。

会
議
は
、
来
年
３
月
２
７
日
か

ら
３
１
日
、
６
月
１
５
日
か
ら
７

月
７
日
の
２
会
期
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
開
く
と
明
記
。
国
際
機
関
や

非
政
府
組

織
（
Ｎ
Ｇ

Ｏ
）
な
ど

市
民
社
会

も
参
加
す

る
と
し
て

い
ま
す
。

会
議
は
、
進
展
状
況
に
つ
い
て
第

７
２
回
国
連
総
会
に
報
告
書
を
提

出
す
る
と
し
ま
し
た
。

オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
大
使
は
採
択

後
の
会
見
で
、
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア

だ
け
で
な
く
、
努
力
し
て
き
た
多

く
の
国
々
、
こ
の
過
程
を
何
年
も

支
持
し
て
き
た
Ｎ
Ｇ
Ｏ
な
ど
市
民

社
会
に
と
っ
て
の
成
功
だ
」
と
歓

迎
。
ま
た
来
年
招
集
さ
れ
る
会
議

に
つ
い
て
、
「
す
べ
て
の
国
に
開

か
れ
た
会
議
だ
。
今
日
の
決
議
に

賛
同
で
き
な
か
っ
た
国
も
参
加
す

る
こ
と
を
望
む
。
核
保
有
国
も
参

加
し
て
議
論
す
る
な
ら
歓
迎
す
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

日
本
の
佐
野
利
男
軍
縮
大
使
は

記
者
団
に
対
し
、
「
実
効
的
な
核

軍
縮
は
核
保
有
国
と
非
保
有
国
の

協
力
の
下
で
進
め
る
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。

一
、
国
連
総
会
の
第
１
委
員
会

は
２
７
日
、
核
兵
器
禁
止
条
約
の

締
結
交
渉
を
来
年
開
始
す
る
決
議

案
を
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
で
採
択

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
「
核
兵
器

を
禁
止
し
そ
の
全
面
廃
絶
に
つ
な

が
る
よ
う
な
法
的
拘
束
力
の
あ
る

法
文
書
」
の
交
渉
が
、
市
民
社
会

も
参
加
し
て
、
来
年
３
月
、
６
～

７
月
に
国
連
で
開
催
さ
れ
る
こ
と

が
確
実
と
な
っ
た
。
核
兵
器
を
違

法
化
し
て
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
」

へ
向
け
て
扉
を
開
く
画
期
的
決
議

案
の
採
択
を
、
心
か
ら
歓
迎
す
る
。

こ
れ
は
、
被
爆
者
を
先
頭
に
核

兵
器
廃
絶
の
緊
急
性
を
訴
え
る
日

本
と
世
界
の
世
論
と
運
動
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
「
早
期
締
結
」
を

求
め
る
諸
政
府
が
２
０
年
来
と
り

く
ん
だ
歴
史
的
な
成
果
で
あ
り
、

わ
が
党
は
ひ
き
つ
づ
き
そ
の
促
進

の
た
め
力
を
尽
く
す
も
の
で
あ
る
。

一
、
日
本
政
府
は
、
核
兵
器
禁

止
の
法
的
措
置
を
検
討
す
る
作
業

部
会
（
Ｏ
Ｅ
Ｗ
Ｇ
）
を
設
置
す
る

昨
年
の
決
議
案
に
「
棄
権
」
し
た

が
、
今
回
の
決
議
案
に
対
し
て
は

「
反
対
」
に
転
じ
た
。
同
盟
国
に

対
し
て
決
議
案
へ
の
反
対
を
求
め

た
米
国
の
圧
力
に
屈
し
た
も
の
で

あ
り
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
の
政

府
に
あ
る
ま
じ
き
、
あ
ま
り
に
も

情
け
な
い
態
度
で
あ
る
こ
と
を
、

き
び
し
く
批
判
し
な
く
て
は
な
ら

な
い
。

（２） ２０１６年１１月１３日 日本共産党県議会議員 丸山慎一 がんばり通信 №３６９

賛
成
が
圧
倒
的
多
数

の
１
２
３
カ
国

１０月２８日から３日間の行程で

船橋市平和委員会（準）が沖縄平和

ツアーを行いました。

初日はアメリカ海兵隊普天間基地

のオスプレイや嘉手納基地を見たあ

と、オスプレイのヘリパッド建設が

強行されている東村高江に行き、２

４時間体制で監視と抗議行動を続け

ている人たちと交流しました。

２日目は伊江島に渡り、終戦後の

占領軍による土地取り上げとたた

かった歴史を聞きました。その後、

沖縄戦で住民が隠れた洞窟（ガマ）

を見学。午後は辺野古に行って米軍

新基地建設反対の集会に参加しまし

た。

最終日は、沖縄戦の遺骨を集めた

魂魄の塔や野戦病院として利用され

た糸数アブチラガマ、ひめゆりの塔

などを回り、戦争当時の状況に触れ

ることができました。

沖縄は、日本で唯一、地上戦が行

われた場所であり、いまだに米軍基

地に土地を奪われています。

沖縄の地であらためて戦争と平和

について考えさせられました。

沖
縄
県
宜
野
湾
市
に
あ
る
普
天
間
基
地
の

駐
機
場
に
並
ぶ
オ
ス
プ
レ
イ
。

＝
１
０
月
２
８
日
・
宜
野
湾
市

沖
縄
県
東
村
高
江
の
ヘ
リ
パ
ッ
ド
建
設
現

場
ゲ
ー
ト
に
並
ぶ
警
備
員
。

＝
１
０
月
２
８
日
・
東
村
高
江

伊
江
島
に
あ
る
洞
窟
（
ガ
マ
）。
戦
争
中
に

住
民
が
逃
げ
込
ん
だ
場
所
。

＝
１
０
月
２
９
日
・
伊
江
島

国
連
総
会
第
１
委
員
会
（
軍
縮
・
国
際
安
全
保
障
問
題
）
は

１
０
月
２
７
日
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い
て
交
渉
す
る
国
連

の
会
議
を
来
年
に
招
集
す
る
と
し
た
決
議
案
を
、
圧
倒
的
な
賛

成
多
数
で
採
択
し
ま
し
た
。
日
本
は
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ

り
な
が
ら
、
米
国
な
ど
核
保
有
国
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
反
対
し

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
志
位
和

夫
委
員
長
が
談
話

来
年
３
月
と
６
月
に

会
議
招
集
を
決
定


